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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
火
災
安
全
対
策

　
12
月
６
日
、
セ
イ
ジ
ョ
ー
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
川
越
（
川
越
市
鯨
井
）

に
お
い
て
、
施
設
職
員
、
消
防
隊
、
近
隣
協
力
者
が
連
携
し
た
自
衛

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
昼
間
の
火
災
を
想
定
し
た
も
の
。
自
衛
消
防
隊
に

よ
る
初
期
消
火
、
一
一
九
番
通
報
、
そ
し
て
、
実
際
に
入
居
者
を
避

難
場
所
ま
で
誘
導
し
、
近
隣
協
力
者
に
よ
る
見
守
り
を
行
う
な
ど
、

特
に
避
難
誘
導
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
職
員
か
ら
通
報
を
受
け
た
消
防
隊
が
、
濃
煙
に
よ
る
視
界
不

良
を
想
定
し
た
施
設
内
を
捜
し
、
逃
げ
遅
れ
者
（
訓
練
用
人
形
）
の

救
出
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た

（
上
写
真
）
。

　
訓
練
終
了
後
、
施
設
職
員
と
近
隣
協
力
者
を
交
え
た
検
討
会
を
行

い
、
入
居
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
切
な
避
難
誘
導
の
難
し
さ
や
、

消
防
隊
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
な
ど
、
今
後

に
向
け
た
具
体
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
の
際
に
は
、
大
き
な
人
命
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
高
い
社

会
福
祉
施
設
。
施
設
の
安
全
性
の
程
度
を
自
覚
し
、
ソ
フ
ト
面
を
強

化
す
る
と
と
も
に
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
今
回
の
自
衛
消
防
訓
練
は
、
入
居
者
お
よ
び
施
設
職
員
の
災
害
対

応
能
力
の
向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
う
え
で
も
有
効
な
訓
練
と
な
り
、
社
会
福
祉
施
設
に
お

け
る
火
災
安
全
対
策
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
第
一
歩
と
な
り
ま
し

た
。　

 

「
消
し
た
か
な
」

　あ
な
た
を
守
る

　合
言
葉

　
川
越
地
区
消
防
組
合
管
内
の
平
成
22
年
中
の
火
災
件
数
は
、
過
去

十
年
間
の
最
少
件
数
（
百
二
件
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
防
火
意
識
が
高
ま
り
、
火
災
予
防
が
徹
底
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
も
、
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
　
　
　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

川
越
北
消
防
署
消
防
課
　
　
℡
２
２
６
‐
７
２
９
０

川
越
中
央
消
防
署
消
防
課
　
℡
２
４
２
‐
１
１
９
４

川
越
西
消
防
署
消
防
課
　
　
℡
２
３
１
‐
１
１
９
７

川
島
消
防
署
消
防
課
　
　
　
℡
２
９
７
‐
１
９
７
９

川越地区消防組合

逃げ遅れ者の救出訓練

春の全国火災予防運動実施　
期間平成23年3月1日㈫～3月7日㈪

川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式
・
消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

平成21年度決算 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

　国際消防救助隊（ＩＲＴ）は、海外
で大規模な災害が発生した場合に、救
出活動等を行うことを任務とする救助
チームです。世界のトップレベルの救
助技術を持つ市町村の消防機関の協力
により迅速に救助隊を派遣します。現
在、川越地区消防組合では救助隊員６
人を登録し、派遣要請に備えています。
　平成16年に発生した「スマトラ沖大
地震」の際には救助隊員１人をタイ国

へ派遣。プーケット島および周辺諸島において、被災者の救出活動を行いまし
た。今後も救助隊員はセミナーや研修などに積極的に参加し、知識や技術の向
上を図っていきます。

　
川
越
市
市
民
会
館
で
定
例
表
彰
式
と
消
防
音
楽
隊
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

開
催
日
　
　
３
月
６
日
（
日
）

○
川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
15
分

　
川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰
。

○
川
越
地
区
消
防
組
合
消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

時
　
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
を
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
消
防
出
初
式
会
場
提
供
協
力
に
対
し
、
川
越
地
区
消

防
組
合
管
理
者
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
株
式
会
社
丸
広
百
貨
店
川
越
店

　
消
火
・
救
急
・
救
助
活
動
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
西
小
仙
波
町
一
丁
目
　
　
　
小
川
良
一
さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１ お

が
わ
り
ょ
う
い
ち

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市･川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの）
歳入合計

4,556,480,617円
4,619,887円
1,361,824円
21,480,037円
20,955,973円
83,200,000円
8,826,000円

4,696,924,338円

（97.0％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 0.5％）
（ 0.4％）
（ 1.8％）
（ 0.2％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費および消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
歳出合計

5,390,431円
2,877,448円

4,333,483,877円
298,199,057円

4,639,950,813円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（93.4％）
（ 6.4％）

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展　

毎
年
、
春
の
火
災

予
防
運
動
期
間
中
に
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

絵
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
の
描
く

個
性
あ
ふ
れ
た
消
防

自
動
車
な
ど
の
絵
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所
　
ア
ト
レ
（
川
越
市
脇
田
町
）

　
　
　
　
　
六
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
Ａ

日
　
　
時
　
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所
　
川
越
市
市
民
会
館
（
川
越
市
郭
町
一
丁
目
）

＊
今
年
度
は
、
異
な
る
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

虹色通信　－国際消防救助隊とは・・・－

昨年の幼年消防クラブ絵画展の様子

「スマトラ沖大地震」検索活動（平成16年）

2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉

平成22年中の火災・救急・救助件数

119番入電件数は23,558件でした。

火　災
救　急
救　助

１０２ 件
１４，６８７ 件

１６１ 件



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

　
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
の

松
木
副
士
長
の
考
案
し
た
「
ワ

ン
タ
ッ
チ
式
臍
帯
ク
リ
ッ
プ
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
開
発
」
が
総
務

省
消
防
庁
平
成
22
年
度
消
防
防

災
機
器
の
開
発
等
、
消
防
防
災

科
学
論
文
及
び
原
因
調
査
事
例

の
消
防
庁
長
官
表
彰
の
「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
、
10
月
25
日
に

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
救
急
出
場
時
に
現
場
及
び
車
内
分
娩
を
行
っ
た
際
、
救

急
隊
員
は
臍
帯
（
へ
そ
の
緒
）
を
臍
帯
ク
リ
ッ
プ
と
い
う

器
具
を
使
用
し
、
新
生
児
側
と
母
体
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
回

結
紮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
二
回
の
動
作
が
一
回
で

容
易
に
で
き
、
早
期
に
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
点
な
ど
が
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、

今
後
も
様
々
な
消
防
機
器
の

開
発
・
改
良
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

消
防
局
予
防
課  

℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

　
１
月
28
日
、
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
の
石
井
水
処

理
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
市
石
井
）
で
埼
玉
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
合
同

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
埼
玉
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
と
は
、
埼
玉
県
特
別
機
動
援
助

隊
の
愛
称
で
、
地
震
に
よ
る
建
物
崩
壊
や
列
車
脱
線
事
故

2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉
　
川
越
地
区
消
防
組
合
の
昨
年
の
火
災
件
数
は
百
二
件
で

す
。
平
成
21
年
と
比
べ
る
と
十
七
件
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
が
十
件
あ
り
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
の
う
ち
で

も
特
に
、
寝
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

は
怖
い
も
の
。
枕
元
で
発
生
す
る

た
め
に
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ

り
命
を
落
と
す
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

は
、
喫
煙
者
が
き
ち
ん
と
後
始
末

す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
住
警
器
コ
バ
ト
ン
」を
探
そ
う
！

　
　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
給
油
を
行
う
際
の
注
意
点
！

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
喫
煙
し
な
い

・
給
油
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る

・
給
油
中
は
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
い

・
給
油
を
開
始
す
る
前
に
必
ず
体
に
溜

　
ま
っ
た
静
電
気
を
取
り
除
く

　
（
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
な
ど
に
触
れ
る
）

・
吹
き
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
給
油
ノ
ズ
ル
を
給
油
口
の
奥

　
ま
で
差
し
込
み
、
注
ぎ
足
し
を
し
な
い

・
容
器
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
注
入
は
し
な
い

　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
よ
う
」
と
書
か
れ
た
タ

ス
キ
を
か
け
た
「
住
警
器
コ
バ
ト
ン
」
が
春
の
火
災
予
防

運
動
期
間
中
（
３
月
１
日
〜
７
日
）
に
川
越
地
区
消
防
組

合
管
内
の
各
所
に

あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
限
定
の
レ

ア
な
「
コ
バ
ト
ン
」

を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　平成23年３月１日㈫から３月７日㈪までの間、全国一斉に
春の火災予防運動が実施されます。
　この運動は住民の皆さんの火災予防に対する意識を高め、火

災から尊い生命と財産を守ることを目的として行われます。

　これから春先にかけて気温が変化す

るとともに、空気が乾燥し、火災が発

生しやすい気候となります。

　皆さんも火の取り扱いに十分注意し、

火災予防にご協力お願いします。

　
安
全
に
給
油
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
埼
玉
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
合
同
訓
練

　
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
に
注
意

　
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

　
携
帯
一
一
九
番
に
つ
い
て

　  

た
ば
こ
が
原
因
の
火
災

・
寝
た
ば
こ
を
し
て
、
た
ば
こ

　
の
火
種
が
ふ
と
ん
に
落
ち
た

・
た
ば
こ
を
灰
皿
に
捨
て
た
際
、

　
消
し
損
ね
て
他
の
吸
い
殻
が

　
燃
え
始
め
、
ガ
ラ
ス
の
灰
皿
が
割
れ
て
延
焼

・
吸
い
殻
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
ら
、
消
え
て
い
な
い
た
ば

　
こ
が
ゴ
ミ
に
着
火

　  

た
ば
こ
を
吸
う
際
の
注
意
点
！

・｢

寝
た
ば
こ
は
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」を
徹
底
す
る

・
灰
皿
に
は
吸
い
殻
を
た
め
て
お
か
な
い

・
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
く

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
必
ず
灰
皿
に
捨
て
る

・
吸
い
殻
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
時
は
、
水
を
か
け
る

　
喫
煙
す
る
皆
さ
ん
は
、
火
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
、
「
寝
た
ば
こ
」
「
投
げ
捨
て
」
な
ど
、
決
し

て
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
設
置
件
数
は
、
全
国
的

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

（
ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
給
油
を
行
う
方
式
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
）
の
設
置
件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
川
越
地
区

消
防
組
合
管
内
に
お
い
て
も
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
設
置
件
数

は
総
数
の
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
簡
単
に
手
に
入
り
、
利
便
性

に
富
み
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

燃
料
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火
災

や
吹
き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
な
も
の
で
す
。

　
正
し
い
取
り
扱
い
方
法
、
注
意
点

を
守
り
安
全
に
給
油
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

春の全国火災予防運動春の全国火災予防運動

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
部
隊
で
す
。
こ
の
部
隊
に
川
越
地
区
消
防

組
合
は
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
埼
玉
県
内
で
震
度
六
の
揺
れ
を
記
録

し
、
建
物
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
者
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
消
防
チ
ー
ム
・
医
療
チ
ー
ム
・

防
災
航
空
隊
が
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
大

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

他
機
関
と
の
協
力
体
制
を

強
化
し
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

消
防
局
警
防
課

℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

　
平
成
22
年
の
一
一
九
番
通
報
は
、
二
万
三
千
五
百
五
十

八
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
携
帯
電
話
か
ら
の
一
一
九
番

通
報
は
、
六
千
五
百
二
十
四
件
で
、
携
帯
電
話
か
ら
の
通

報
割
合
は
全
体
の
27
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

五
年
前
と
比
べ
る
と
約
11
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
は
、
屋
外
か
ら
か
け
て
い
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
通
報
者
が
自
分
の
い
る
場
所
を
特
定
で

き
な
い
、
電
波
状
態
が
悪
く
情
報
が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が

出
場
す
る
ま
で
に
、
通
常
よ
り
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

　救急車は、急病や交通
事故などで、生命の危険
にある傷病者を、医療機
関へ搬送しています。し
かし、救急車の台数には
限りがあります。
　平成22年中の川越地
区消防組合管内の救急出
場件数は14,687件で、
前年と比較し1,197件増
加しています。
　また、傷病程度が入院

を必要としない軽症の傷病者の割合は52.7％で前
年と比較し0.2％減少していますが、依然として救
急要請時に「軽症だけど病院に行く交通手段がな
い」「救急車で病院に行ったほうが優先的に診察し
てくれると思った」という理由で救急要請する場合
があります。
　通常、119番通報をすると、現場に最も近い救急
車が出場します。しかし、救急出場件数の増加によ
り、現場に最も近い救急車がすでに出場しているた
め、他の地域から救急車が出場するケースが増加し
ています。
　このままでは、緊急を要する重症者への対応が遅
れ、病院到着までに時間を要してしまうおそれがあ
ります。救急車を要請する前に「緊急に救急車で行
かなければならないのか？」「タクシーなどを利用
して行くことはできないのか？」受話機を取る前に
考えてみてください。
　救急車の適正利用について、皆さんのご理解ご協
力をお願いします。
消防局救急課　℡２２２-０１６０

ワンタッチ式臍帯クリップカートリッジ本当に救急車は必要ですか？ け
っ
さ
つ

さ
い
た
い

土砂災害救出訓練

ス

マ

ー

ト

消防団員募集！
　消防団員は、自らの職業とは別に、奉
仕と郷土愛護の精神で地域の安全・安
心を守るため日々消防活動しています。

　詳しくは下記まで問い合わせください。
消防局総務課
℡２２２-０７４１
川島消防署消防課
℡２９７-１９７９



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

　
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
の

松
木
副
士
長
の
考
案
し
た
「
ワ

ン
タ
ッ
チ
式
臍
帯
ク
リ
ッ
プ
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
開
発
」
が
総
務

省
消
防
庁
平
成
22
年
度
消
防
防

災
機
器
の
開
発
等
、
消
防
防
災

科
学
論
文
及
び
原
因
調
査
事
例

の
消
防
庁
長
官
表
彰
の
「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
、
10
月
25
日
に

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
救
急
出
場
時
に
現
場
及
び
車
内
分
娩
を
行
っ
た
際
、
救

急
隊
員
は
臍
帯
（
へ
そ
の
緒
）
を
臍
帯
ク
リ
ッ
プ
と
い
う

器
具
を
使
用
し
、
新
生
児
側
と
母
体
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
回

結
紮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
二
回
の
動
作
が
一
回
で

容
易
に
で
き
、
早
期
に
医
療

機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
点
な
ど
が
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。

　
川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、

今
後
も
様
々
な
消
防
機
器
の

開
発
・
改
良
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

消
防
局
予
防
課  

℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

　
１
月
28
日
、
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
の
石
井
水
処

理
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
市
石
井
）
で
埼
玉
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
合
同

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
埼
玉
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
と
は
、
埼
玉
県
特
別
機
動
援
助

隊
の
愛
称
で
、
地
震
に
よ
る
建
物
崩
壊
や
列
車
脱
線
事
故

2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉
　
川
越
地
区
消
防
組
合
の
昨
年
の
火
災
件
数
は
百
二
件
で

す
。
平
成
21
年
と
比
べ
る
と
十
七
件
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
が
十
件
あ
り
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
の
う
ち
で

も
特
に
、
寝
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

は
怖
い
も
の
。
枕
元
で
発
生
す
る

た
め
に
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ

り
命
を
落
と
す
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
に
よ
る
火
災

は
、
喫
煙
者
が
き
ち
ん
と
後
始
末

す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
住
警
器
コ
バ
ト
ン
」を
探
そ
う
！

　
　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
給
油
を
行
う
際
の
注
意
点
！

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
喫
煙
し
な
い

・
給
油
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る

・
給
油
中
は
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
い

・
給
油
を
開
始
す
る
前
に
必
ず
体
に
溜

　
ま
っ
た
静
電
気
を
取
り
除
く

　
（
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
な
ど
に
触
れ
る
）

・
吹
き
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
給
油
ノ
ズ
ル
を
給
油
口
の
奥

　
ま
で
差
し
込
み
、
注
ぎ
足
し
を
し
な
い

・
容
器
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
注
入
は
し
な
い

　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
よ
う
」
と
書
か
れ
た
タ

ス
キ
を
か
け
た
「
住
警
器
コ
バ
ト
ン
」
が
春
の
火
災
予
防

運
動
期
間
中
（
３
月
１
日
〜
７
日
）
に
川
越
地
区
消
防
組

合
管
内
の
各
所
に

あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
期
間
限
定
の
レ

ア
な
「
コ
バ
ト
ン
」

を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　平成23年３月１日㈫から３月７日㈪までの間、全国一斉に
春の火災予防運動が実施されます。
　この運動は住民の皆さんの火災予防に対する意識を高め、火

災から尊い生命と財産を守ることを目的として行われます。

　これから春先にかけて気温が変化す

るとともに、空気が乾燥し、火災が発

生しやすい気候となります。

　皆さんも火の取り扱いに十分注意し、

火災予防にご協力お願いします。

　
安
全
に
給
油
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
埼
玉
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
合
同
訓
練

　
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
に
注
意

　
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞

　
携
帯
一
一
九
番
に
つ
い
て

　  

た
ば
こ
が
原
因
の
火
災

・
寝
た
ば
こ
を
し
て
、
た
ば
こ

　
の
火
種
が
ふ
と
ん
に
落
ち
た

・
た
ば
こ
を
灰
皿
に
捨
て
た
際
、

　
消
し
損
ね
て
他
の
吸
い
殻
が

　
燃
え
始
め
、
ガ
ラ
ス
の
灰
皿
が
割
れ
て
延
焼

・
吸
い
殻
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
ら
、
消
え
て
い
な
い
た
ば

　
こ
が
ゴ
ミ
に
着
火

　  

た
ば
こ
を
吸
う
際
の
注
意
点
！

・｢

寝
た
ば
こ
は
、
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」を
徹
底
す
る

・
灰
皿
に
は
吸
い
殻
を
た
め
て
お
か
な
い

・
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
く

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
必
ず
灰
皿
に
捨
て
る

・
吸
い
殻
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
時
は
、
水
を
か
け
る

　
喫
煙
す
る
皆
さ
ん
は
、
火
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
、
「
寝
た
ば
こ
」
「
投
げ
捨
て
」
な
ど
、
決
し

て
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
設
置
件
数
は
、
全
国
的

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

（
ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
給
油
を
行
う
方
式
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
）
の
設
置
件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
川
越
地
区

消
防
組
合
管
内
に
お
い
て
も
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
設
置
件
数

は
総
数
の
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
簡
単
に
手
に
入
り
、
利
便
性

に
富
み
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

燃
料
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火
災

や
吹
き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
な
も
の
で
す
。

　
正
し
い
取
り
扱
い
方
法
、
注
意
点

を
守
り
安
全
に
給
油
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

春の全国火災予防運動春の全国火災予防運動

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
部
隊
で
す
。
こ
の
部
隊
に
川
越
地
区
消
防

組
合
は
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
埼
玉
県
内
で
震
度
六
の
揺
れ
を
記
録

し
、
建
物
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
者
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
消
防
チ
ー
ム
・
医
療
チ
ー
ム
・

防
災
航
空
隊
が
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
大

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

他
機
関
と
の
協
力
体
制
を

強
化
し
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

消
防
局
警
防
課

℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

　
平
成
22
年
の
一
一
九
番
通
報
は
、
二
万
三
千
五
百
五
十

八
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
携
帯
電
話
か
ら
の
一
一
九
番

通
報
は
、
六
千
五
百
二
十
四
件
で
、
携
帯
電
話
か
ら
の
通

報
割
合
は
全
体
の
27
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

五
年
前
と
比
べ
る
と
約
11
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
は
、
屋
外
か
ら
か
け
て
い
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
通
報
者
が
自
分
の
い
る
場
所
を
特
定
で

き
な
い
、
電
波
状
態
が
悪
く
情
報
が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が

出
場
す
る
ま
で
に
、
通
常
よ
り
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

　救急車は、急病や交通
事故などで、生命の危険
にある傷病者を、医療機
関へ搬送しています。し
かし、救急車の台数には
限りがあります。
　平成22年中の川越地
区消防組合管内の救急出
場件数は14,687件で、
前年と比較し1,197件増
加しています。
　また、傷病程度が入院

を必要としない軽症の傷病者の割合は52.7％で前
年と比較し0.2％減少していますが、依然として救
急要請時に「軽症だけど病院に行く交通手段がな
い」「救急車で病院に行ったほうが優先的に診察し
てくれると思った」という理由で救急要請する場合
があります。
　通常、119番通報をすると、現場に最も近い救急
車が出場します。しかし、救急出場件数の増加によ
り、現場に最も近い救急車がすでに出場しているた
め、他の地域から救急車が出場するケースが増加し
ています。
　このままでは、緊急を要する重症者への対応が遅
れ、病院到着までに時間を要してしまうおそれがあ
ります。救急車を要請する前に「緊急に救急車で行
かなければならないのか？」「タクシーなどを利用
して行くことはできないのか？」受話機を取る前に
考えてみてください。
　救急車の適正利用について、皆さんのご理解ご協
力をお願いします。
消防局救急課　℡２２２-０１６０

ワンタッチ式臍帯クリップカートリッジ本当に救急車は必要ですか？ け
っ
さ
つ

さ
い
た
い

土砂災害救出訓練

ス

マ

ー

ト

消防団員募集！
　消防団員は、自らの職業とは別に、奉
仕と郷土愛護の精神で地域の安全・安
心を守るため日々消防活動しています。

　詳しくは下記まで問い合わせください。
消防局総務課
℡２２２-０７４１
川島消防署消防課
℡２９７-１９７９
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
火
災
安
全
対
策

　
12
月
６
日
、
セ
イ
ジ
ョ
ー
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
川
越
（
川
越
市
鯨
井
）

に
お
い
て
、
施
設
職
員
、
消
防
隊
、
近
隣
協
力
者
が
連
携
し
た
自
衛

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
昼
間
の
火
災
を
想
定
し
た
も
の
。
自
衛
消
防
隊
に

よ
る
初
期
消
火
、
一
一
九
番
通
報
、
そ
し
て
、
実
際
に
入
居
者
を
避

難
場
所
ま
で
誘
導
し
、
近
隣
協
力
者
に
よ
る
見
守
り
を
行
う
な
ど
、

特
に
避
難
誘
導
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
職
員
か
ら
通
報
を
受
け
た
消
防
隊
が
、
濃
煙
に
よ
る
視
界
不

良
を
想
定
し
た
施
設
内
を
捜
し
、
逃
げ
遅
れ
者
（
訓
練
用
人
形
）
の

救
出
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た

（
上
写
真
）
。

　
訓
練
終
了
後
、
施
設
職
員
と
近
隣
協
力
者
を
交
え
た
検
討
会
を
行

い
、
入
居
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
切
な
避
難
誘
導
の
難
し
さ
や
、

消
防
隊
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
な
ど
、
今
後

に
向
け
た
具
体
策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
の
際
に
は
、
大
き
な
人
命
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
高
い
社

会
福
祉
施
設
。
施
設
の
安
全
性
の
程
度
を
自
覚
し
、
ソ
フ
ト
面
を
強

化
す
る
と
と
も
に
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
今
回
の
自
衛
消
防
訓
練
は
、
入
居
者
お
よ
び
施
設
職
員
の
災
害
対

応
能
力
の
向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
う
え
で
も
有
効
な
訓
練
と
な
り
、
社
会
福
祉
施
設
に
お

け
る
火
災
安
全
対
策
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
第
一
歩
と
な
り
ま
し

た
。　

 

「
消
し
た
か
な
」

　あ
な
た
を
守
る

　合
言
葉

　
川
越
地
区
消
防
組
合
管
内
の
平
成
22
年
中
の
火
災
件
数
は
、
過
去

十
年
間
の
最
少
件
数
（
百
二
件
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
防
火
意
識
が
高
ま
り
、
火
災
予
防
が
徹
底
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
も
、
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
　
　
　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

川
越
北
消
防
署
消
防
課
　
　
℡
２
２
６
‐
７
２
９
０

川
越
中
央
消
防
署
消
防
課
　
℡
２
４
２
‐
１
１
９
４

川
越
西
消
防
署
消
防
課
　
　
℡
２
３
１
‐
１
１
９
７

川
島
消
防
署
消
防
課
　
　
　
℡
２
９
７
‐
１
９
７
９

川越地区消防組合

逃げ遅れ者の救出訓練

春の全国火災予防運動実施　
期間平成23年3月1日㈫～3月7日㈪

川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式
・
消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

平成21年度決算 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

　国際消防救助隊（ＩＲＴ）は、海外
で大規模な災害が発生した場合に、救
出活動等を行うことを任務とする救助
チームです。世界のトップレベルの救
助技術を持つ市町村の消防機関の協力
により迅速に救助隊を派遣します。現
在、川越地区消防組合では救助隊員６
人を登録し、派遣要請に備えています。
　平成16年に発生した「スマトラ沖大
地震」の際には救助隊員１人をタイ国

へ派遣。プーケット島および周辺諸島において、被災者の救出活動を行いまし
た。今後も救助隊員はセミナーや研修などに積極的に参加し、知識や技術の向
上を図っていきます。

　
川
越
市
市
民
会
館
で
定
例
表
彰
式
と
消
防
音
楽
隊
定

期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

開
催
日
　
　
３
月
６
日
（
日
）

○
川
越
地
区
消
防
組
合
定
例
表
彰
式

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
15
分

　
川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰
。

○
川
越
地
区
消
防
組
合
消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

時
　
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
を
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
消
防
出
初
式
会
場
提
供
協
力
に
対
し
、
川
越
地
区
消

防
組
合
管
理
者
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
株
式
会
社
丸
広
百
貨
店
川
越
店

　
消
火
・
救
急
・
救
助
活
動
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

・
川
越
市
西
小
仙
波
町
一
丁
目
　
　
　
小
川
良
一
さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１ お

が
わ
り
ょ
う
い
ち

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市･川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの）
歳入合計

4,556,480,617円
4,619,887円
1,361,824円
21,480,037円
20,955,973円
83,200,000円
8,826,000円

4,696,924,338円

（97.0％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 0.5％）
（ 0.4％）
（ 1.8％）
（ 0.2％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費および消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
歳出合計

5,390,431円
2,877,448円

4,333,483,877円
298,199,057円

4,639,950,813円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（93.4％）
（ 6.4％）

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展　

毎
年
、
春
の
火
災

予
防
運
動
期
間
中
に
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

絵
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
の
描
く

個
性
あ
ふ
れ
た
消
防

自
動
車
な
ど
の
絵
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

開
催
場
所
　
ア
ト
レ
（
川
越
市
脇
田
町
）

　
　
　
　
　
六
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
Ａ

日
　
　
時
　
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所
　
川
越
市
市
民
会
館
（
川
越
市
郭
町
一
丁
目
）

＊
今
年
度
は
、
異
な
る
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

虹色通信　－国際消防救助隊とは・・・－

昨年の幼年消防クラブ絵画展の様子

「スマトラ沖大地震」検索活動（平成16年）

2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉2010年度全国統一防火標語「消したかな」あなたを守る 合言葉

平成22年中の火災・救急・救助件数

119番入電件数は23,558件でした。

火　災
救　急
救　助

１０２ 件
１４，６８７ 件

１６１ 件


